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事　業　名 事業
場所 

落札金額
( 単位 : 万円 )

請負業者 入札日

23 石岡市燃えるごみ
専用袋（大・小）購入

（第 2 回目）
正上内

6 番 17 号
予）    672
落）466.95 ㈱塚越産業

10.20

23 流域関連公共下水
道台帳 作成業務委託

南台
三丁目
ほか

予）    241
落）    230

国際航業㈱
水戸営業所

23 高浜浄化施設
維持管理業務委託 高浜 予）      91

落）      90
三協ｸﾘｰﾝ
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱

23 フローラル東公園
遊具設置整備

南台
三丁目

予）    270
落）    265

㈱ﾅｶﾞﾔﾏｽﾎﾟｰﾂ
石岡店

23 フローラル西公園
遊具設置整備

南台
一丁目

予）    187
落）    185

広瀬
スポーツ

23 石岡駅周辺整備事業
西口駅前広場 実施
測量設計業務委託

国府
一丁目

希） 1,963
予） 1,900
落） 1,049

㈱福山
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

茨城営業所

23 三村小学校屋内
プール天井改修工事
実施設計業務委託

三村
1853
番地

希）    157
予）    155
落）    144

㈲イノ設計

23 市単公下災第 33 号
災害復旧工事 柿岡

希）    406
予）    398
落）    383

㈱紺野
工務店

10.25

23 市単公下災第 34 号
災害復旧工事 浦須

希）    389
予）    372
落）    363

㈱旭建材
興業

23 市単公下災第 31 号
災害復旧工事 小倉

希）    338
予）    327
落）    318

㈲塚田
埋設工事

23 市単公下災第 29 号
災害復旧工事 下林

希）    918
予）    893
落）    865

㈱岡崎土建

23 市単公下災第 35 号
災害復旧工事 柿岡

希）    822
予）    784
落）    770

白田組
土木㈱

23 市単公下災第 32 号
災害復旧工事 柿岡

希）    785
予）    774
落）    737

小桜建設㈱

23 市単公下災第 30 号
災害復旧工事 吉生

希）    577
予）    556
落）    545

常洋
建設工業㈱

23 市単流下災
湖北処理区 管路実施
設計業務委託第 3 号

石岡
一丁目
ほか

希）    927
予）    888
落）    860

㈱玄設計

23 市単流下災
湖北処理区 管路実施
設計業務委託第 2 号

石岡
二丁目
ほか

希）    889
予）    872
落）    820

中日本建設
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱
茨城事務所

23 市単公下災
管路災害復旧 実施
設計業務委託第 1 号

下林・
吉生

希）    812
予）    786
落）    750

㈱トーホー
測研

事　業　名 事業
場所 

落札金額
( 単位 : 万円 )

請負業者 入札日

23 市道 B6706 号線（美
野里・八郷線）道路改良
工事 3 工区 その 1

山崎
希） 5,170
予） 4,932
落） 4,860

㈱進貢

H23
10.7

23 市道 B6706 号線（美
野里・八郷線）道路改良
工事 1 工区 その 1

山崎
希） 4,000
予） 3,828
落） 3,720

常洋
建設工業㈱

23 市道 B7557 号線（上
林・上曽線）道路改良
工事第 1 工区

上曽
希） 3,630
予） 3,466
落） 3,370

㈱紺野
工務店

23 市道 B6706 号線（美
野里・八郷線）道路改良
工事 2 工区 その 1

山崎
希） 3,440
予） 3,326
落） 3,200

㈲路川
工務店

23 市道 B7557 号線（上
林・上曽線）道路改良
工事第 2 工区

上曽
希） 3,440
予） 3,378
落） 3,230

市村土建㈱

22・23 公下国補
単独合併第 1 号工事 正上内

希） 3,170
予） 3,084
落） 3,000

㈱木村
工務店

23 単・市道 B1366 号線
道路改良工事 片野

希） 2,090
予） 2,046
落） 1,970

㈱鈴木
工務店

23 単・市道 B102 号線
道路改良工事 宇治会

希） 1,910
予） 1,860
落） 1,810

㈱大場
工務店

23 有明中学校校舎
解体工事

小塙
189

番地 2

希） 6,610
予） 6,504
落） 6,270

興民建設㈱

23 国補特環ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟ
ﾝﾌﾟ設置 第 1 号工事 宮ヶ崎

希） 2,360
予） 2,272
落） 1,698

協進工業㈱

23 国補特環ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟ
ﾝﾌﾟ設置 第 2 号工事 山崎

希） 2,280
予） 2,204
落） 1,639

㈱進貢

23 国補単独合併簡易水道
統合整備工事第 4 号

三村
2019
番地 1

希） 1,259
予） 1,236
落） 1,185

㈱長谷川
工務店

10.20

23 東成井小学校屋内
運動場 外壁改修工事

東成井
996
番地

希） 1,724
予） 1,694
落） 1,630

常洋
建設工業㈱

22 国補 石岡イベント
広場トイレ及び倉庫
建設工事

若宮
三丁目

希） 1,472
予） 1,411
落） 1,395

㈱鬼沢組

23 国災農集
災害復旧第 2 号工事 井関

希） 1,389
予） 1,347
落） 1,310

㈱光洋建設

23 国災農集
災害復旧第 1 号工事

井関
ほか

希） 1,239
予） 1,216
落） 1,170

㈱小貫工業

23 東成井農集排
緊急災害復旧
第 2 号工事

東成井
希）    284
予）    280
落）    265

㈲鶴井建設

23 単・市道 A2063 号線
舗装工事 根当

希）    179
予）    175
落）    168

㈱宮本
工務店

23 単・市道 A0125 号線
排水整備工事 井関

希）    284
予）    271
落）    249

㈱堀越

23 市単流下災
石岡第 2 中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場
圧送管復旧工事

旭台
三丁目

希） 1,328
予） 1,310
落） 1,200

㈱第一ﾃｸﾉ
茨城営業所

※ 希）希望価格（「くじ」の採用） ・ 予）予定価格 ・ 落）落札価格

  ■問い合わせ  契約検査課　
　　　☎ 23-1111（内線 263）

10月の入札結果10月の入札結果
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石岡運動公園
☎ 26-7210

八郷総合
運動公園

☎ 43-6884

ス
ポ
ー
ツ
情
報

結
　
果

石
岡
運
動
公
園
・
八
郷
総
合
運
動
公

園 

多
目
的
広
場

優　

勝　

杉
並
ラ
イ
オ
ン
ズ

準
優
勝　

桜
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位　

林
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位　

石
岡
ヤ
ン
キ
ー
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
杯 

野
球
大
会

10
月
８
・
９
日　

八
郷
総
合
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝　

石
岡
南
Ｊ
Ｖ
Ｃ

準
優
勝　

さ
く
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
３
位　

瓦
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
杯 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月
９
日

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝　

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

準
優
勝　

府
中
エ
ン
ジ
ェ
ル

第
３
位　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

第
３
位　

フ
ラ
ワ
ー
ズ

秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月
23
日

石
岡
運
動
公
園
・
小
井
戸
球
場

優　

勝　

ポ
ロ
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

ア
ド
レ
ナ
リ
ン

第
３
位　

石
岡
フ
ァ
ザ
ー
ズ

第
３
位　

石
岡
シ
ャ
ー
ク
ス

秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

９
月
25
日
・
10
月
２
日

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

ダ
ブ
ル
ス
優
勝

Ａ
ク
ラ
ス　

井
上
・
本
多
組

Ｂ
ク
ラ
ス　

冨
山
・
石
部
組

Ｃ
ク
ラ
ス　

本
図
・
吉
澤
組

Ｄ
ク
ラ
ス　

須
賀
田
・
飯
田
組

レ
デ
ィ
ー
ス

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

10
月
９
日

石
岡
地
方
中
学
生

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

10
月
９
日

柏
原
テ
ニ
ス
場

＊
男
子
の
部

優　

勝　

川
島
・
山
口
組

　
　
　
　
　
　
（
か
す
み
が
う
ら
北
）

準
優
勝　

及
川
・
江
幡
組
（
友
部
中
）

第
３
位　

川
村
・
中
村
組
（
土
浦
三
）

第
３
位　

竹
内
・
鈴
木
組
（
美
野
里
）

＊
女
子
の
部

優　

勝　

酒
井
・
中
道
組
（
都
和
）

準
優
勝　

小
室
・
松
本
組
（
土
浦
五
）

第
３
位　

村
山
・
樽
見
組

　
　
　
　
　
　
（
か
す
み
が
う
ら
北
）

第
３
位　

長
谷
川
・
市
村
組
（
都
和
）

８
月
20
日　

県
南
ブ
ロ
ッ
ク
親
善
大
会

コ
ー
ト
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

コ
ー
ト
優
勝　

栄
松
チ
ー
ム

９
月
13
日　

三
市
交
流
大
会

優　

勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

９
月
24
日　

月
例
大
会

優　

勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム　

準
優
勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

第
３
位　

城
南
チ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
８
・
９
月
の
結
果

市
長
杯
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　
　
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

９
月
28
日

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

＊
男
子
の
部

優　

勝　

川
又　

忠

準
優
勝　

長
谷
川　

信
夫

第
３
位　

井
坂　

光
男

＊
女
子
の
部

優　

勝　

千
葉　

初
子

準
優
勝　

富
田　

光
子

第
３
位　

竹
内　

勝
子

県
内
研
修

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
９
日

い
こ
い
の
村
涸
沼

＊
男
子
の
部

優　

勝　

坂
場　

四
郎

準
優
勝　

樋
口　

勲

第
３
位　

髙
橋　

衛

＊
女
子
の
部

優　

勝　

原
田　

き
よ

準
優
勝　

二
宮　

千
代
子

第
３
位　

相
川　

芳
枝

石
小
屋
内
温
水
プ
ー
ル

　
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

12
月
５
日
か
ら
３
月
中
旬
ま
で

　

石
岡
小
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル

は
、
天
井
改
修
工
事
の
た
め
、
12
月

５
日
（
月
）
か
ら
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

工
事
終
了
は
、
３
月
中
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
理
解

の
う
え
、
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

石
岡
小
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル

☎
２
３
・
１
０
８
８

石
岡
運
動
公
園

優　

勝　

マ
ン
テ
ィ
ス

軟
式
野
球
連
盟

　
　
会
長
杯
野
球
大
会

10
月
30
日

準
優
勝　

ゲ
ッ
ツ

第
３
位　

Ｔ
・
Ｐ

第
３
位　

団
ら
ん
ス
ピ
リ
ッ
ツ
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暮
ら
し
の
中
の　
　

だ
よ
り

税

市
役
所 

収
納
対
策
課

夜
間　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
５
時
15
分
～
７
時

休
日　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
詳
し
く
は
、
収
納
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

納
税
相
談
・
納
付
受
付

差　押　件　数

不 動 産 10 件
預 貯 金 40 件
給 与 2 件
年 金 2 件

合 計 54 件

23年度累計 322 件

10
月
の
差
押
件
数

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
住
宅
や

家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
人
に

は
、
震
災
特
例
法
の
施
行
に
よ
り
、

平
成
22
年
分
（
ま
た
は
23
年
分
）
の

所
得
税
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
雑
損

控
除
に
よ
り
軽
減
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
所
得
税
法
の
雑
損
控
除

に
つ
い
て
、
軽
減
を
受
け
る
場
合
の

手
続
き
や
申
告
に
必
要
な
事
項
の
相

談
を
受
け
る
た
め
の
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ

い
。

土
浦
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
人
へ

雑
損
控
除
の
個
別
相
談
会
を
開
催

市税の納付は、安心・便利な口座振替で！

個
別
相
談
会
の
日
程

日
時　

12
月
８
日
（
木
）・
９
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
受
け
付
け
は
、
午
後
３
時
ま
で
。

場
所　

八
郷
総
合
支
所

　
　
　
　
　
　
　

１
０
１
会
議
室

◆
相
談
時
に
必
要
な
書
類

❶
被
害
を
受
け
た
資
産
、
取
得
時

期
、
取
得
価
額
が
わ
か
る
も
の

❷
被
害
を
受
け
た
家
屋
の
取
得
価

額
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
面

積
が
わ
か
る
も
の

❸
被
害
を
受
け
た
資
産
の
取
り
壊

し
費
用
、
除
去
費
用
な
ど
が
わ
か
る

も
の

❹
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
受

け
る
保
険
金
な
ど
が
わ
か
る
も
の

※
資
産
の
損
害
の
補
て
ん
を
目
的
と

す
る
任
意
の
互
助
組
織
か
ら
支
払
い

を
受
け
る
災
害
見
舞
金
、
資
産
の
損

失
に
よ
り
支
払
い
を
受
け
る
損
害
賠

償
金
、
地
震
で
被
災
し
た
住
宅
等
の

修
繕
工
事
費
の
助
成
金
、
被
災
者
生

活
再
建
支
援
制
度
に
よ
る
支
援
金
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

❺
市
か
ら
「
り
災
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

証
明
書
の
写
し

❻
還
付
金
を
受
け
る
場
合
の
振
込

先
金
融
機
関
名
、
支
店
名
お
よ
び
口

座
番
号
の
わ
か
る
も
の

❼
平
成
22
年
分
の
所
得
金
額
や
所

得
控
除
額
の
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴

収
票
や
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど
）

　

な
お
、
平
成
22
年
分
で
所
得
税
の

軽
減
措
置
を
受
け
る
人
で
、
す
で
に

22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

提
出
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
控
え
を

持
参
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ら
の
書
類
が
な
い
場
合
は
、

職
員
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
会
は
混
雑
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
了
承
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
相
談
会
以
外
の
日
時

で
も
税
務
署
で
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
電
話
な
ど
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
土
浦
税
務
署 

個
人

課
税
部
門
ま
で

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
１
１
０
０

（
自
動
音
声
の
案
内
に
し
た
が
っ
て
、

２
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

口
座
振
替
制
度
の
利
用
を

◇
口
座
振
替
の
で
き
る
市
税
な
ど

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
市
・

県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

◇
手
続
き
方
法
…
市
内
の
金
融
機

関
に
、
預
貯
金
通
帳
と
通
帳
印
を

持
っ
て
、
備
え
て
あ
る
「
市
税
等
口

座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
直
接
窓
口
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◇
取
扱
金
融
機
関
…
常
陽
銀
行
、

筑
波
銀
行
、
東
日
本
銀
行
、
中
央
労

働
金
庫
、
水
戸
信
用
金
庫
、
茨
城
県

信
用
組
合
、
ひ
た
ち
野
農
業
協
同
組

合
、
や
さ
と
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行

税
務
用
語
コ
ー
ナ
ー

①
利
子　

②
配
当　

③
不
動
産

④
事
業　

⑤
給
与　

⑥
退
職

⑦
山
林　

⑧
譲
渡　

⑨
一
時　

⑩
雑

※
給
与
所
得
は
、
必
要
経
費
の
実
額

を
控
除
す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の

割
合
に
よ
っ
て
勤
務
に
要
す
る
費
用

の
概
算
控
除
（
給
与
所
得
控
除
）
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
収
入
」
と
「
所
得
」

収
入
…
手
に
入
っ
た
お
金
の
こ
と

で
、
自
営
業
で
は
売
上
金
額
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
は
、
源
泉
徴
収
や
社
会

保
険
料
を
引
く
前
の
額
を
い
い
ま
す
。

所
得
…
一
定
の
収
入
か
ら
、
そ
の
収

入
を
得
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
経

費
を
差
し
引
い
た
残
り
の
金
額
・
利

益
を
い
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
や
住
民
税
は
、
所
得
を
基

に
課
税
し
ま
す
。
所
得
の
種
類
は
、

次
の
10
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
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保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
６
月
下
旬

に
「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
お
知

ら
せ
（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
在
中
）」

を
対
象
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。
医
療

機
関
で
の
子
宮
頸け

い
が
ん
検
診
・
乳
が

ん
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に

予
約
し
て
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
医

療
機
関
で
の
予
約
定
員
に
は
限
り
が

あ
る
こ
と
、
近
隣
市
町
村
の
人
も
市

内
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
か

ら
、
予
約
が
混
み
あ
っ
て
有
効
期
間

内
に
受
診
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
利
用
す
る
場
合
は
、
有
効

期
限
間

際
で
は

な
く
、

な
る
べ

く
余
裕

の
あ
る

こ
の
時

期
に
受

健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

ＦＡＸ
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

ＦＡＸ
４
４
・
１
４
９
２

★★

★★

　

こ
こ
ろ
の
悩

み
事
な
ど
に
、

専
門
の
相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応

★
「
こ
こ
ろ
と
い
の
ち

の
電
話
相
談
」

　

健
康
づ
く
り
に

は
、
自
身
の
健
康

状
態
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
自
分
に
あ
っ
た
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
に
、
特
定
健
康

診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
40
歳
～

74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、

ま
だ
特
定
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な

い
人
は
、
４
月
に
発
行
し
た
受
診
券

で
医
療
機
関
健
診
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
受
診
券
の
有
効
期
間
は

平
成
24
年
１
月
31
日
ま
で
で
す
の

で
、
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
、
生
活
習

慣
の
見
直
し
が
必
要
な
人
に
は
「
特

定
保
健
指
導
利
用
券
」
を
発
送
し
て

い
ま
す
。
利
用
券
が
届
い
た
人
は
特

定
保
健
指
導
を
利
用
し
、
メ
タ
ボ
解

消
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
「
特
定
保
健
指
導
利
用

券
」
と
同
封
の
用
紙
で
、
確
認
く
だ

さ
い
。

★
特
定
健
康
診
査
を

忘
れ
ず
に
受
診
し
よ
う

　
「
医
療
機
関
検
診
（
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
）」
の
受
診
券
は
、
平
成
24

年
１
月
31
日
ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
至
急
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
券
の
有
効
期
間
は
１
か
月
間
で

す
。
さ
ら
に
、
医
療
機
関
で
の
乳
が

ん
検
診
の
予
約
は
、
取
り
づ
ら
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
電
話
で
予
約
を
し

て
か
ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
出
で

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
受
診
券
の
有
効
期
限
が
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
受
診
券
を

保
健
セ
ン
タ
ー
に
持
参
す
れ
ば
、
期

限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
無
料
ク
ー
ポ
ン
は
早

め
に
利
用
く
だ
さ
い

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業

じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
時
】

・
毎
月
第
２
火
曜
日
（
12
月
は
13
日
）

・
午
前
９
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

【
相
談
電
話
番
号
】

　

☎
４
３
・
６
６
５
５

　
　
　
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

★
医
療
機
関
検
診
の
受
付

終
了
は
１
月
31
日
で
す

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

★
「
ひ
き
こ
も
り
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
を

　

県
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
対
策
の
総

合
調
整
機
関
と
し
て
「
ひ
き
こ
も
り

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健

福
祉
士
の
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
保
健
・
福

祉
・
医
療
・
教
育
・
労
働
な
ど
の
適

切
な
関
係
機
関
へ
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

相
談
を
待
っ
て
い
ま
す
。

【
相
談
時
間
】

平
日
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ
】

ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

水
戸
市
笠
原
町
９
９
３‒

２

☎
０
２
９
・
２
４
４
・
１
５
７
１

　
　
　
　
　
（
ひ
き
こ
も
り
な
い
）

★
対
象
者
で
12
月
31
日
ま

で
に
接
種
し
た
人
に
助
成

　

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防

接
種
に
つ
い

て
、
対
象
者
に
接
種
費
用
の
一
部
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
助

成
の
対
象
に
な
る
の
は
12
月
31
日
接

種
分
ま
で
で
す
。
そ
れ
以
降
の
接
種

分
に
つ
い
て
は
、
助
成
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
助
成
対
象
者
】

❶
65
歳
以
上
（
昭
和
21
年
10
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）
の
人

❷
接
種
日
現
在
で
65
歳
に
な
る
人

❸
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
や
腎

臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機
能
な
ど
に
重
い

病
気
の
あ
る
人
（
身
体
障
害
者
１
級
）

❹
１
歳
～
中
学
３
年
（
平
成
９
年
４
月

１
日
～
22
年
10
月
１
日
生
ま
れ
）
の
人

❺
接
種
日
現
在
で
１
歳
に
な
る
人

❶
❹
…
予
診
票
を
郵
送
済
み

❷
❸
❺
…
保
健
セ
ン
タ
ー
で
事
前
に

手
続
き
が
必
要

【
助
成
費
用
】
２
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
で
助
成
対
象
者
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

け
ま
し
ょ
う
。

【
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
】

　

平
成
24
年
２
月
29
日
（
水
）

  健診は２年に１度は
     　　 受けましょう♥  
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★★

★★

●
12
月
15
日
（
木
）

　
　

国
府
地
区
公
民
館

・
午
前
10
時
～
11
時
45
分

・
午
後
１
時
～
４
時

●
12
月
28
日
（
水
）
イ
オ
ン
石
岡
店

・
午
前
10
時
～
11
時
45
分

・
午
後
１
時
～
４
時

★
献
血
に
協
力
を

★
お
や
こ
の
食
育
教
室

を
開
催

★
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
は
随
時
受
付
中
！

＊
石
岡
地
区

【
日
時
】

・
12
月
７
日
（
水
）

・
午
後
１
時
～
１
時
30
分

※
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診
と
同
時
に

実
施
し
ま
す
。

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

【
定
員
】
15
人

【
内
容
】歯
科
診
察
・
歯
み
が
き
指
導
・

フ
ッ
化
物
塗
布

【
対
象
】
フ
ッ
化
物
塗
布
を
希
望
す

る
未
就
学
児

＊
随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進

員
が
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
お
や
こ
の

食
育
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
お
父
さ
ん
の

参
加
も
待
っ
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
23
日
（
金
）　　
　

・
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
場
所
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

【
対
象
者
】
市
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
親　

先
着
15
組　

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
方
法
】
12
月
16
日
（
金
）
ま

で
に
、
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
人
の
み
、
全
額
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
助
成
回
数
】
１
回

【
助
成
期
間
】
10
月
１
日
～
12
月
31
日

【
接
種
場
所
】

▼
小
児
・
高
齢
者
…
石
岡
市
医
師
会

加
入
の
医
療
機
関

▼
高
齢
者
の
み
…
県
医
師
会
加
入
の

医
療
機
関

＊
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

無
理
な
く
体

重
減
少
を
目
指

す
ダ
イ
エ
ッ
ト

教
室
で
す
。
栄

養
士
や
運
動
指
導
士
が
食
事
や
運
動

に
つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

★
体
操
ク
ラ
ス
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す 

２
か
月
集
中
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ス
Ⅲ

【
日
時
】
１
月
19
日
・
26
日
、
２
月

２
日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
、
３
月

１
日
・
８
日
の
木
曜
日
全
８
回

・
午
後
１
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
Ｂ

※

Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
の
人
や
、

健
康
診
断
の
結
果
特
定
保
健
指
導
対

象
と
な
っ
た
人　

先
着
25
人

※
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重（
㎏
）÷
身
長（
ｍ
）

÷
身
長
（
ｍ
）

【
申
込
方
法
】
12
月
５
日
（
月
）
以

降
に
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま

た
は
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

※
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
の
許
可

を
も
ら
っ
て
か
ら
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

★
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ

ン
グ 
参
加
者
募
集

　

プ
レ
パ
パ
・
プ

レ
マ
マ
を
対
象

に
、
妊
娠
中
の
お

母
さ
ん
と
お
腹
の

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め

に
取
り
た
い
栄
養
に
つ
い
て
の
話
と

調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
16
日
（
金
）　

　　

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
・
ク
リ

ス
マ
ス
・
お
正
月
・
新
年
会
な
ど

イ
ベ
ン
ト
が
続
き
、
食
習
慣
や
生

活
習
慣
が
乱
れ
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
食
べ
過
ぎ
や
飲
み
過

ぎ
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
落
と
し
穴
で

す
。
か
と
い
っ
て
、
カ
ロ
リ
ー
や

時
間
を
気
に
し
て
い
て
は
、
心
か

ら
楽
し
め
な
い
…
。

　

こ
ん
な
時
、
大
切
な
の
は
小
さ

な
心
掛
け
で
す
。
例
え
ば
、

●
食
事
や
お
つ
ま
み
を
食
べ
る

と
き
は
、
野
菜
を
積
極
的
に
取
る

●
飲
み
会
の
翌
日
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
を
控
え
る

年
末
年
始
の
生
活
習
慣
の
乱
れ

　
　
　
　
　
　

早
め
に
修
正
を
！

�
健
康
四
季
折
々
�

連
載
⑧

●
夜
遅
く
な
っ
て
も
、
な
る
べ

く
次
の
朝
は
、
い
つ
も
ど
お
り
に

起
き
る

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
を
す

る
こ
と
で
す
。

　

肝
心
な
の
は
、
乱
れ
た
生
活
を

習
慣
化
せ
ず
、
な
る
べ
く
早
く
元

の
生
活
習
慣
に
戻
す
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
自
分
に
あ
っ
た

ル
ー
ル
を
作
っ
て
、
楽
し
ん
だ
後

は
、生
活
習
慣
を
早
め
に
修
正
し
、

心
と
身
体
の
調
子
を
整
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
は
、
無
理
を
し
な
い

程
度
に
楽
し
み
な
が
ら
、
新
し
い

年
を
元
気
に
迎
え
ま
し
ょ
う
。

・
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
場
所
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

【
持
ち
物
】
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾

【
募
集
人
数
】
先
着
10
人

【
申
込
方
法
】
12
月
９
日
（
金
）
ま

で
に
、
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
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生涯学習課

時
憶記
の

シリーズ 74

☎43-1111（内線1234）

　

平
成
22
年
７
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
、
石
岡
市
東
石
岡
三
丁
目
で
、
新

池
台
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、縄
文
時
代
前
期（
約

６
０
０
０
年
前
）
に
関
す
る
貴
重
な
成

果
が
判
明
し
た
の
で
、
前
回
に
引
き
続

き
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
紹
介
す
る
の
は
縄
文
時
代

前
期
の
土
器
で
す
。
こ
の
遺
物
は
、

直
径
70
㎝
、
深
さ
90
㎝
ほ
ど
の
土
坑

（
用
途
が
不
明
な
穴
の
こ
と
）
が
半

分
ほ
ど
埋
没
し
た
と
こ
ろ
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
煮
炊
き
で
使
用
さ
れ
て

い
た
も
の
が
破
損
し
た
り
、
も
ろ
く

な
っ
て
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
も
の

を
ち
ょ
う
ど
地
面
に
あ
い
て
い
た
穴

に
捨
て
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

土
器
は
バ
ケ
ツ
の
よ
う
な
形
を
し

た
深
鉢
で
す
。
羽

う
じ
ょ
う
じ
ょ
う
も
ん

状
縄
文
と
呼
ば
れ

る
鳥
の
羽
根
の
よ
う
に
方
向
の
違
う

縄
文
を
施
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
土
器
を
作
る
と
き
に
繊
維
状
の

植
物
を
粘
土
に
混
ぜ
る
た
め
、
焼
成

時
に
焦
げ
、
断
面
が
黒
く
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
繊
維
の
含
ま
れ
た

痕
跡
が
土
器
の
表
面
に
残
っ
て
い
る

の
も
こ
の
時
期
の
土
器
の
特
徴
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

黒
浜
式
と
呼
ば
れ
る
こ
の
土
器

は
、
埼
玉
県
蓮
田
市
に
あ
る
黒
浜
貝

塚
出
土
資
料
を
、
昭
和
初
期
の
考
古

学
者
で
あ
る
甲こ

う
の野
勇
や
山や
ま
の
う
ち
す
が
お

内
清
男
が

分
析
し
た
際
に
、
認
識
さ
れ
た
も
の

で
す
。
市
内
で
は
田
島
地
区
で
比
較

的
多
く
、
こ
の
土
器
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
写
真
の
土
器
は
、

ほ
ぼ
完
全
な
形
が
わ
か
る
貴
重
な
資

料
で
す
。

新し
ん
い
け
だ
い

池
台
遺
跡

　

発
掘
調
査
の
成
果
③

黒く

ろ

は

ま

し

き

浜
式
土
器

▲

今
回
確
認
さ
れ
た
黒
浜
式
土
器

☆
12
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
☆

　

折
り
紙
教
室　

17
日
（
土
）　

 

午
後
１
時
30
分
～

　

心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

 　

                      

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～

　

日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
～

　

ち
り
め
ん
小
物  

第
１
・
３
土
曜
日

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

開
館
時
間

：

午
前
10
時
～
午
後
７
時　

休
館
日

：

木
曜
日

　

石
岡
市
国
府
３
─１
─16　
　

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い
側
）・

臨
時
駐
車
場
（
土
橋
通
り
）
を

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
11
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～

出
演　

春
風
亭　

昇
々

木
戸
銭　

５
０
０
円

「
ま
ち
か
ど
寄
席
」

～ 

女
子
大
生
が
え
ら
ぶ
イ
ケ
メ
ン
落
語
家 

～

日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日  

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所　

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り
の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど

情
報
セ
ン
タ
ー

　

中
心
街
の
店
先
を
借
り
て
、
趣
味
の
手
作
り
品
、
園
芸
品

な
ど
を
展
示
販
売
。季
節
の
野
菜
が
並
び
ま
す
。フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
。
売
り
た
い
も
の
が
あ
る
人
、
家
族
や
友

達
も
誘
っ
て
、
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
参
加
者
募
集
中
で
す
。
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
サ
ン
ド
市
」　

   　

今
月
は
17
日
（
土
）
開
催
！

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

◆
一
周
年
記
念 

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
完
成
！

　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
　
　
　
　
「
＠
タ
ウ
ン
い
し
お
か
」
放
送
中
で
す
！

日
時　

毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
30
分
～

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
サ
イ
マ
ル
ラ
ジ
オ
）
で
も
聴
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
Ｆ
Ｍ
ラ
ヂ
オ
つ
く
ば
」
Ｆ
Ｍ
84
・
２
メ
ガ
ヘ
ル
ツ 介

護
人
の
た
め
の
「
介
護
保
険
」

日
時　

12
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
～

講
師　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師

ま
ち
か
ど
学
習
会

～ 

ゆ
と
り
あ
る
介
護
・
看
護
の
仕
方
と
は 

～

　

マ
マ
ど
う
し
の
情
報
交
換
で
、
悩
み
を
解
消
。

出
前
保
育
や
外
遊
び
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

み
ん
な
で
企
画
し
ま
す
。

活
動
場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

日
時　

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～

対
象
者　

未
就
園
児
（
０
歳
～
４
歳
）

わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ 

参
加
者
募
集

育
児
サ
ー
ク
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

学
生
や
主
婦
の
人
な
ど
大
歓
迎
で
す
。

年
末
年
始
の
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

12
月
28
日
（
水
）
～
１
月
５
日
（
木
）
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図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
12
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
３
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

《
12
月
の
お
は
な
し
会
》

・
17
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

中
央
公
民
館 

和
室

《
12
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
10
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も

30
分
程
度
で
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

☎
２
４
・
１
５
０
７

【休　館　日】

   5・ 12 
 19・23
 　 26
 29 ～ 31

12 月 １ 月
 １～ ４
  9・10 
16 ・23
26・30 

《
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
紹
介
》

　

中
央
図
書
館
で
は
、
10
月
号
か
ら

取
り
扱
い
雑
誌
の
種
類
を
、
こ
れ
ま

で
の
33
種
類
か
ら
70
種
類
に
増
や
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
来
館
を
待
っ
て

い
ま
す
。

《
取
り
扱
い
雑
誌
が
70
種
に
》

　

中
央
図
書
館
に
は
、
約
７
０
０
枚

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
品
が
あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ｖ

Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
の
貸
し
出
し
は
、
市
内
在

住
の
16
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

　

所
蔵
し
て
い
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
品
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用

く
だ
さ
い
。

●
ド
ラ
マ

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
小
説

総
集
編
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
総
集
編
「
龍

馬
伝
」

・
鬼
平
犯
科
帳

・
松
本
清
張
ド
ラ
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル

●
ア
ニ
メ

・
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー

・
耳
を
す
ま
せ
ば

・
ハ
ウ
ル
の
動
く
城

●
邦
画

・
七
人
の
侍　

・
鉄
道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）

・
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン

・
チ
ャ
ー
リ
ー
ズ
エ
ン
ジ
ェ
ル

●
そ
の
他　

・
綾
小
路
き
み
ま
ろ

《
公
民
館
ま
つ
り
の
た
め

中
央
公
民
館
図
書
室
が
休
室
》

　

12
月
４
日
（
日
）
は
公
民
館
ま
つ

り
の
た
め
、
中
央
公
民
館
図
書
室
が

臨
時
休
室
と
な
り
ま
す
。
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
協
力
願
い
ま
す
。

《
図
書
館
・
図
書
室
の

　

年
末
年
始
の
休
館
（
室
）》

　

中
央
図
書
館
は
、12
月
29
日
（
木
）

か
ら
１
月
４
日
（
水
）
ま
で
年
末
年

始
の
た
め
休
館
に
な
り
ま
す
。

　

休
館
中
に
本
な
ど
を
返
却
す
る
場

合
は
、図
書
館
の
玄
関
脇
に
あ
る「
返

却
ポ
ス
ト
」
を
利
用
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
、

Ｃ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
き
の
図
書
は
、
壊

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
返
却

ポ
ス
ト
に
入
れ
ず
開
館
日
に
直
接
カ

ウ
ン
タ
ー
へ
返
却
く
だ
さ
い
。

　

理
解
の
う
え
、
協
力
願
い
ま
す
。

※
中
央
・
東
地
区
・
城
南
地
区
公
民

館
の
図
書
室
は
、
12
月
28
日
（
水
）

か
ら
１
月
４
日
（
水
）
ま
で
休
室
に

な
り
ま
す
。

 

■ 

人
権
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
㉓ 

■　

拉
致
被
害
者
と
と
も
に

　
　
　

…
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

　

平
成
18
年
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ

の
対
処
に
関
す
る
法
律
」（
北
朝
鮮

人
権
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
い

う
ま
で
も
な
く
、
拉
致
は
重
大
な
人

権
の
侵
害
で
す
。
平
成
14
年
に
は
５

人
の
拉
致
被
害
者
の
、
平
成
16
年
に

は
そ
の
家
族
８
人
の
帰
国
・
来
日
が

実
現
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
被
害

者
の
安
否
に
つ
い
て
は
納
得
の
い
く

説
明
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
と
し
て
は
、
広
く
国
内
外
で

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に

つ
い
て
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も

に
、
早
期
の
問
題
解
決
の
た
め
、
粘

り
強
く
外
交
努
力
を
継
続
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
国
連
を
は

じ
め
、
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
な
ど
の
首
脳
会
談

の
際
に
も
関
係
各
国
に
対
し
て
拉
致

問
題
の
解
決
に
向
け
て
理
解
と
協
力

を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
た
ち
は
拉
致
問
題
の
解
決
が
国

民
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か

り
と
ふ
ま
え
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
人
権
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
も
随

時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

　

 

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
２
３
１
）

　昭和 23 年 12 月 10 日、国連総会
で世界人権宣言が採択されたのを記
念し、この日を「人権デー（Human  
Rights  Day）」と定めました。
　法務省と全国人権擁護委員連合会で
は、人権デーを最終日とする 12 月４
日から10日までを「人権週間」として、
各種の人権啓発活動を行っています。
　一人ひとりはみな違いますが、人権
はすべての人に平等に保障されていま
す。しかし、自分の人権を主張するだ
けでは、他の人の人権を侵害すること
もあります。
　人権週間にあたり、人権は自分と同
じように他の人にもあることを理解し、
お互いに相手の立場を考えて、豊か
な人間関係をつくりま
しょう。

12 月４日～ 10 日は人権週間

●水戸地方法務局　
　茨城県人権擁護委員連合会
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外
国
通
貨
の
購
入
を

 

勧
め
る
業
者
に
注
意
！

活
力
を
み
た
す

　

心
と
か
ら
だ
の
リ
セ
ッ
ト
術

＊
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

＊
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室

　
　
　
（
今
月
は
12
月
27
日
（
火
））

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先

　

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当  

  　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

午後1時30分～4時

女性のための
 困りごと相談

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

見
知
ら
ぬ
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り

「
過
去
に
行
っ
た
工
事
代
金
が
戻
っ

て
く
る
」「
工
事
代
金
を
取
り
戻
す

条
件
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
通
貨
の
購

入
を
し
て
ほ
し
い
」と
勧
誘
さ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
「
劇
場
型
詐
欺
」
の
手
口

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
】
10
年
前
に
外
壁
塗
装
工
事

と
床
下
換
気
扇
取
り
付
け
工
事
を
し

た
。
最
近
に
な
り
「
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
代
金
が
高
か
っ
た
か
ら
返
金
し
ま

す
。
２
０
０
万
円
の
工
事
代
金
だ
っ

た
の
で
、
１
４
０
万
円
ぐ
ら
い
は
戻

っ
て
き
ま
す
。
経
費
と
し
て
７
パ
ー

セ
ン
ト
か
か
り
ま
す
が
１
３
０
万
円

ぐ
ら
い
戻
り
ま
す
」
と
い
っ
た
内
容

で
Ａ
社
か
ら
何
度
か
電
話
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
Ｂ
社
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
通
貨
両
替
の
申
し
込
み
書
類
が

届
い
た
。
関
心
が
な
か
っ
た
の
で
放

置
し
て
い
た
が
、
Ａ
社
か
ら
連
絡
が

あ
り
「
返
金
手
続
き
の
た
め
に
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
通
貨
購
入
の
予
約
を
す

る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。
茨
城

の
人
に
だ
け
書
類
を
送
っ
て
い
て
、

書
類
を
受
け
取
っ
た
人
し
か
買
え
ま

せ
ん
。
固
定
電
話
か
ら
電
話
し
て
い

る
の
で
詐
欺
で
は
な
い
か
ら
、
と
り

あ
え
ず
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ

う
す
れ
ば
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
通
貨

の
契
約
金
と
工
事
代
金
の
戻
り
金
を

持
っ
て
い
き
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。

【
問
題
点
】　

・
過
去
に
行
っ
た
工
事
の
契
約
情
報
が

漏
え
い
し
、
勧
誘
に
利
用
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
、
Ａ
社
・
Ｂ
社
は

共
謀
し
て
消
費
者
を
狙
っ
て
勧
誘
し

て
る
。
外
国
通
貨
を
購
入
し
て
も
両

替
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
期
待
で
き
ず
、

返
金
を
求
め
て
も
戻
っ
て
こ
な
い
。

・
劇
場
型
は
こ
れ
ま
で
も
未
公
開
株

な
ど
で
見
ら
れ
た
手
口
だ
が
、
今
回

は
外
国
通
貨
の
勧
誘
で
あ
り
「
イ
ラ

ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
」「
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン

ド
」
に
続
き
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
通

貨
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

外
貨
は
日
本
の
銀
行
で
は
取
り
扱
い

が
な
く
、
国
内
で
の
取
引
が
困
難
で

あ
る
。

※
不
審
な
勧
誘
を
受
け
た
ら
、
早
め

に
相
談
く
だ
さ
い
！

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　

☎
２
２
・
２
９
５
０

ハーモニーコーナー

か
が
や

き
の
　未

来を拓
ひ ひ

く

　男
ひ

ひ
と
女 ひ
ひ

さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家

庭
の
悩
み
な
ど
、
女
性
の
抱
え
る

様
々
な
問
題
や
悩
み
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
が
、
相
談
者
が

自
ら
の
力
で
解
決
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】

　

仕
事
や
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
受
け
た
ス
ト
レ
ス
や
、
ト
ラ
ウ

マ
の
解
消
方
法
、
ま
た
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、

実
技
を
交
え
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

◆
日
時　

１
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

◆
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

　
　
　
　
　
　
　

ひ
ま
わ
り
の
館

◆
講
師　

武
藤 

幸
枝 

先
生

（
日
本
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会
認
定

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

◆
募
集
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

◆
受
講
料　

無
料

◆
持
参
す
る
も
の　

軽
い
運
動
の
で

き
る
服
装
と
タ
オ
ル
１
本
を
持
参
く

～
輝
い
て
生
き
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
～

だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

「
石
岡
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
の
後
期
実
施
計
画
策
定
に

向
け
て
、
審
議
会
が
８
月
24
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

後
期
実
施
計
画
は
、
平
成
25

年
か
ら
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
を
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策

定
し
ま
す
。

　

審
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
市

内
各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど
15

人
に
委
員
の
委
嘱
状
を
交
付
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
な
ど
を
基
に
、
後
期
実
施
計
画

に
つ
い
て
、
審
議
会
で
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

後
期
実
施
計
画
策
定
に
向
け

 

男
女
共
同
参
画
審
議
会
を
開
催

第４回
講座
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気
に
な
る
天
気

　
　
　
　
　
　
　
　

梶
山　

サ
ヨ
子

　

関
東
三
大
祭
り
は
、
武
士
の
祭
り

が
庶
民
に
伝
わ
り
江
戸
時
代
よ
り
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
石
岡

の
秋
祭
り
も
そ
の
一
つ
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
祭
り
の
日
は
、
市
民
ば
か

り
で
な
く
彼
方
此
方
の
方
々
も
訪

れ
、
市
の
人
口
は
「
ぐ
ー
ん
と
」
増

え
る
。
露
天
商
の
人
も
増
え
町
は
賑

わ
う
。
こ
こ
は
父
の
里
で
あ
る
。
奈

良
か
ら
総
社
神
宮
の
真
下
、
旧
宮
下

町
に
転
居
。
石
岡
の
住
民
と
な
っ
た

私
は
、
９
月
８
日
、
９
日
、
10
日
の

石
岡
き
っ
て
の
壮
大
で
豊
か
な
祭
り

に
初
め
て
出
会
っ
た
。
８
日
と
10
日

は
二
時
間
授
業
、
中
９
日
は
一
時
間

授
業
と
な
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ま

る
で
背
に
羽
で
も
生
え
た
か
の
よ
う

に
先
生
の
注
意
は
上
の
空
…
。
一
目

散
に
校
門
を
飛
び
出
し
「
み
ん
な
、

後
か
ら
ね
！
」を
合
図
に
家
に
戻
る
。

そ
の
友
ら
が
揃
い
の
半
被
を
着
て
迎

え
に
来
る
。「
傘
持
っ
て
ね
」
母
の

声
が
追
う
。
私
は
無
視
を
し
て
し
ま

う
。
半
被
姿
の
兄
も
持
っ
て
い
な
い

か
ら
。
今
に
も
降
り
出
し
そ
う
な
雨

雲
。
囃
子
の
鳴
り
響
く
方
へ
と
友
の

後
を
追
っ
て
走
る
。
雨
が
降
ろ
う
が

風
が
吹
こ
う
が
「
ど
ん
ど
ん
…
ヒ
ャ

ラ
リ
…
」
の
音
色
に
誘
わ
れ
て
。

　

今
は
敬
老
の
日
を
最
終
日
と
す
る

　

   　
　
　

        

山　

崎　

鈴
木　

君
江

い
ち
め
ん
の
あ
わ
だ
ち
草
に
黄
の
蝶

が
ま
ぎ
れ
た
わ
む
れ
小
春
の
日
和

　
　
　

  　
　

        

柴　

内　

羽
生　
　

俊

市
の
祭
り
天
気
に
恵
ま
れ
賑
や
か
で

　
　
　
　
　

   　

若　

宮　

今
川　

武
男

酒
蔵
に
昭
和
の
匂
ひ
柿
花
火

　
　
　
　
　

  　

 

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

末
枯
れ
へ
風
に
追
わ
れ
た
波
が
来
る

　
　
　
　
　

   　

部　

原　

久
保
田
好
子

さ
か
ら
わ
ず
右
に
左
に
猫
じ
ゃ
ら
し

　
　
　
　
　

   　

細　

谷　

松
崎　

淑
子

湖
の
素
十
の
句
碑
に
秋
深
む

　
　
　
　
　

   　

府　

中　

荒
川　

忠
男

そ
れ
ぞ
れ
の
決
ま
り
し
釣
り
場
秋

湖
岸

　
　
　
　
　

   　

井　

関　

坂
本　

ふ
く

入
江
よ
り
筑
波
の
夕
日
秋
茜

　
　
　
　
　

 　

  

宇
治
会　

萩
原　
　

清

菊
ま
つ
り
竹
の
オ
ブ
ジ
ェ
天
を
突
く

　
　
　
　
　

   　

柿　

岡　

大
塚　

博
子

玉
砂
利
の
音
軽
や
か
に
菊
日
和

　
　
　
　
　

   　

宇
治
会　

秋
山　

享
弘

峠
越
え
菊
の
笠
間
に
詣
で
け
り

　
　
　
　
　

 　

  

川　

又　

川
又　

渓
二

稲
荷
門
よ
り
金
風
の
一
と
筋
に

文
芸
い
し
お
か

　
　

市
文
化
協
会 

会
長 

内
山 

侑
一

　

本
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
か
月
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
三
月
の
大
震
災

で
、
東
日
本
の
住
民
は
精
神
・
身
体
・

物
質
的
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
私
た
ち
会
員
の
中
に
も
、
そ
の

ダ
メ
ー
ジ
か
ら
今
も
っ
て
立
ち
直
り

難
い
人
も
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
各
団
体
の
活

動
も
滞
り
が
ち
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
文
化
祭
や
各
種
行
事
・
発
表
会

な
ど
を
開
催
し
、
成
果
を
上
げ
ら
れ

る
ま
で
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
会
員
の
『
災
害
な
ど
に
負

け
ら
れ
な
い
』『
立
ち
上
が
っ
て
前

へ
進
む
の
だ
』
と
い
う
熱
い
気
持
ち

の
表
れ
か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
協
会
に
対
す

る
ご
支
援
、
ご
協
力
も
大
き
な
原
動

力
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

研け
ん
さ
ん鑚
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

俳　
　

句

短　
　

歌

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

三
日
間
に
な
っ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と

は
お
構
い
な
し
か
、
自
然
現
象
に
勝

て
る
も
の
で
は
な
い
。
ど
う
も
昔

か
ら
こ
の
季
節
は
台
風
が
見
舞
う
。

困
っ
た
お
天
気
で
あ
る
。

   

俚　

 

謡

混
雑
避
け
て
楽
し
み
歩
く

　
　
　
　
　
　

   

東
成
井　

小
島　

せ
ん

齢よ
は
ひな

ど
と
言
ひ
て
は
居
れ
ず
今
日
の

日
を
あ
し
た
に
つ
な
ぐ
自
力
で
ず
ん

ず
ん

　
　
　

   　
　
　

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

心
し
て
ひ
た
す
ら
拾
う
栗
畑
に
金
木

犀
の
芳
香
流
れ
来

●
市
文
化
祭
短
歌
大
会
の
出
品
作
品

　
　
　
　
　

 　
  

府　

中　

前
野　

武
司

真
夏
の
日
涼
風
の
吹
く
夕
刻
に
青
田

を
見
な
が
ら
そ
う
め
ん
を
食
べ
る

　
　
　

  　

     　

東
石
岡　

田
村　
　

匡

ヒ
ッ
ト
曲
「
岩
壁
の
母
」
聴
く
ご
と

に
帰
ら
ぬ
次あ

に兄
の
在
り
し
日
偲
ぶ

　
　
　

 　
　

      

若　

松　

酒
匂
川
孝
治

色
褪あ

せ
て
な
お
も
香
り
を
保
ち
持
つ

菊
を
剪
り
つ
つ
老
い
の
日
思
う

　
　
　

   　

         

国　

府　

高
松　
　

忠

呼
び
交
わ
す
心
の
ご
と
く
霧
深
き
川

を
隔
て
て
郭
公
の
鳴
く

　
　

    　
　

        

北
府
中　

友
部　

澄
子

梨
む
き
て
刃
よ
り
雫
の
垂
る
る
さ
ま

幼
子
じ
っ
と
見
守
り
て
お
り

　
　
　
　

            

池
の
台　

蒲
生　

康
男

松
島
の
被
災
地
へ
行
き
励
ま
す
と
汚

れ
し
顔
の
か
す
か
に
笑
ま
ふ

　
　
　
　
　
　

   

総　

社　

篠
原
美
千
代

夢
に
ま
で
見
る　

苦
労
の
手
入
れ

　

愛
で
咲
か
せ
た　

夢
の
花

　
　

 　

               

石　

岡　

東　

辻
が
華

夕
べ
月
見
の　

栗
い
も
添
え
て

　

味
は
母
似
の　

き
の
こ
飯

　
　
　
　
　
　

   

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

津
波
瓦
礫
の　

隙
間
を
ぬ
っ
て

　

覆お
お

う
夏
草　

た
く
ま
し
い

　
　
　
　
　
　

   

府　

中　

小
川
野　

蛙

ま
つ
り
笛
の
音　

ぼ
ん
ぼ
り
揺
れ
て

　

ふ
た
り
仄
め
く　

秋
の
宵

　
　
　
　
　
　

   

国　

府　

大
西　

和
子

髪
も
染
め
ま
す　

出
不
精
妻
が

　

紅
も
つ
け
ま
す　

秋
日
和

　
　
　
　
　
　

   

下　

林　

白
井
冨
喜
江

波
に
さ
ら
わ
れ　

辛
か
っ
た
ろ
と

　

や
つ
れ
母
御
の　

背
が
悲
し

　
　
　
　
　
　

   

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

残
暑
汗
し
て　

草
引
く
婆
の

　

背せ

な中
に
と
ま
っ
た　

赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　

   

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

波
は
立
て
ま
い　

努
め
る
姑は

は

と

　

優
し
嫁
御
の　

世
帯
船

　
　
　
　
　
　

   
下　

林　

加
藤　

弥
生

貧
し
生く

ら
し活

を　

笑
顔
で
越
え
て

　

家
計
遣
り
繰
る　

妻
の
知
恵

　
　
　
　
　
　

   

下　

林　

額
賀　

力
江

虫
の
鳴
く
音
が　

電
話
に
流
れ

　

優
し
母
待
つ　

里
の
秋



平成23年12月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23–1111　内線213　〒315–8640　茨城県石岡市石岡一丁目１番地１
ホームページアドレス http://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メール shichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。
　　　　環境にやさしい大豆インキを使用しています。

　

　　　　　　　　　　　　 川　又
水遊び大好き。顔に水がかかって
も平気だよ！
パパとママから　元気にすくすく
成育してね♥　

前嶋　虎
た い り

里ちゃん（0 歳８か月）  ▼

わが家の

　わが家のアイドル（小学生未
満）を募集しています！お子さ
んの成長の記念にいかがです
か？掲載を希望する人は、秘書
広聴課へ連絡ください。
 ● 問い合わせ　秘書広聴課
     ☎ 23-1111（内線 213）

　　　　　　　　　　　　 石　岡
ニコニコ笑顔で元気いっぱい！歌
や踊りが大好き♥
パパとママから　仲よく元気に
育ってね♥

倉持　芹
せ り は

羽ちゃん（０歳６か月）左

　　　玲
れ い ら

良ちゃん（２歳８か月）右

▼

アイドル

★
幸
せ
は
食
事
か
ら

リ
ン
ゴ
ゼ
リ
ー

ヨ
ー
グ
ル
ト
ソ
ー
ス

（
１
人
分

：

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
５
㎉
、

塩
分
０
ｇ
）

◆
材
料
【
４
人
分
】

リ
ン
ゴ
２
５
０
ｇ
・
粉
ゼ
ラ
チ
ン
５

ｇ
・
水 

50
㎖
・
熱
湯
１
８
０
㎖
・

砂
糖 

大
さ
じ
２

Ａ
｛
レ
モ
ン
汁
大
さ
じ
½
・
は
ち
み

つ 

大
さ
じ
１
½
｝

Ｂ
｛
ヨ
ー
グ
ル
ト 

½
カ
ッ
プ
・
レ

モ
ン
汁 
小
さ
じ
１
・
は
ち
み
つ 

大

さ
じ
½
｝

★
こ
の
レ
シ
ピ
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ

ん
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

◆
作
り
方　
　

①
リ
ン
ゴ
は
８
等
分
の
く
し
型
に

切
っ
て
芯し

ん

を
と
り
、
皮
を
む
い
て

い
ち
ょ
う
切
り
に
す
る
。
Ａ
を
か
ら

め
、ふ
ん
わ
り
と
ラ
ッ
プ
を
か
け
て
、

電
子
レ
ン
ジ
で
10
分
加
熱
す
る
。
リ

ン
ゴ
が
透
き
通
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
冷

ま
す
。

②
粉
ゼ
ラ
チ
ン
は
水
50
㎖
に
ふ
り
入

れ
て
ふ
や
か
し
、
熱
湯
１
８
０
㎖
と

砂
糖
大
さ
じ
２
を
加
え
て
溶
か
す
。

③
①
と
②
を
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
器

に
注
ぎ
、
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
固
め
る
。

④
Ｂ
を
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
、
な
め

ら
か
な
ソ
ー
ス
に
し
て
③
の
上
に

注
ぐ
。

◆
ポ
イ
ン
ト　

・
リ
ン
ゴ
に
は
、
便
秘
に
効
果
の
あ

る
食
物
繊
維
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

・
果
物
は
、
１
日
２
０
０
ｇ
を
目
安

に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
リ
ン
ゴ
の
甘
さ
に
よ
っ
て
、
味
は

調
節
し
て
く
だ
さ
い
。
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課

　
　

☎
２
４
・
１
３
８
６

　　　　　　　　　　　　 山　崎
クリクリ目がチャームポイント。
見たり乗ったり建設重機が大好き。
パパとママから　たくさん食べて
大きくなぁ～れ♥

飯村　太
たいよう

陽ちゃん（２歳４か月）

▲




